
記者発表資料
平 成 ２ ７ 年 ２ 月 ２ ３ 日

国 土 交 通 省

南 三 陸 国 道 事 務 所

三陸沿岸道路（釜石山田道路）

（仮称）大槌第１トンネル貫通の瞬間！
~県立大槌高校の生徒１６０名が見学会~

三陸沿岸道路「釜石山田道路」は、復興のリーディングプロジェクトとして

一日も早い開通を目指し、地域一体となって事業を進めております。

このたび、（仮称）大槌第１トンネル（256m）の近隣の県立大槌高校の生

徒１６０名、職員２０名がトンネル貫通する状況を見学することとなりました

ので、お知らせします。

１ ． 日 時 ： 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 ２ ５ 日 (水 ) ９ :３ ０ ～

２ ． 場 所 ： 大 槌 町 大 槌 第 2３ 地 割 地 内 （ 沢 山 地 区 ）【 別 紙 － １ 参 照 】

※ 集 合 場 所 ：（ 仮 称 ） 大 槌 第 １ ト ン ネ ル 前

３ ． そ の 他 ： 取 材 さ れ る 際 は ９ ： ２ ０ ま で に 集 合 場 所 へ お 越 し く だ さ い 。

（ 参 考 ） 釜 石 山 田 道 路 の 主 な 整 備 効 果 【 別 紙 － ２ 参 照 】

効 果 ① ： 津 波 浸 水 区 域 を 回 避 し 、 緊 急 輸 送 道 路 の 信 頼 性 を 確 保

効 果 ② ： 迅 速 な 救 急 搬 送 で 、 安 全 ・ 安 心 な 住 民 生 活 に 寄 与

効 果 ③ ： 新 た な 観 光 ル ー ト の 誕 生 で 観 光 振 興 に 期 待

【発表記者会】東北専門記者会、岩手県政記者クラブ、釜石記者クラブ

問 い 合 わ せ 先

【工事に関するお問い合わせ】

国道 45 号大槌地区トンネル工事 現場事務所

〒 028-1101 大槌町吉里吉里第８地割３２番地 （代表）電話：０１９３-２９-１５８５

現 場 代 理 人 萬 正己 (前田建設工業㈱)
よろず ま さ き

【事業に関するお問い合わせ】

国土交通省 南三陸国道事務所

〒 026-0301 釜石市鵜住居町第７地割１３－７ （代表）電話：０１９３-２８-４７３１

副 所 長 山口 満 （内線２０４）
やまぐち みつる

南三陸国道事務所のホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/minamisanriku/index.html



（仮称）大槌第１トンネル見学会 位置図・集合場所 別紙-１

至釜石

至宮古

大槌高校

集合場所
（仮称）大槌第１トンネル前

(仮称)大槌第２トンネル

工 事 名 ： 国道45号大槌地区トンネル工事
施 工 者 ： 前田建設工業（株）
工事場所： 大槌町大槌～大槌町吉里吉里
工事期間： 平成25年3月 ～平成28年3月
工事内容： （仮称）大槌第１トンネル 延長 ２５６ｍ

（仮称）大槌第２トンネル 延長２，０４３ｍ

工 事 概 要

本工事は、三陸沿岸道路（釜石山田道路）の（仮称）大槌ＩＣ～山田
南ＩＣ間において、２つのトンネルをつくる工事です。

・大槌第１トンネル
【着手】H26.7月

・大槌第２トンネル
【着手】H25.11月

トンネル縦断図

（仮称）大槌第１ﾄﾝﾈﾙ L=256m
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釜石山田道路の整備効果 別紙-２




